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昨夜の雨も凄い降りだった。今夏は例年よりも9日早い梅雨明け以来 記録破りの猛暑
が続き.ま ったく雨が降らなかったわけだが ここにきて2日続けての降りである。

もっとも一夜明ければスカットした青空が広がっているので澄J渚にとってはまことに

喜ばしい限りだ。今日も快晴である。

西穂高山 横からこんもりとハイマツの生い茂る中を

…

動 を開始する。

右下側にlBJIIの流れと上高地の地形が箱庭のようtこ隠 している。帝国ホテ湯噛 こい屋

根も緑の中ιi]鮮やかに浮かびあがっている。その棚 ||を はさんで六百山と霞:尺岳が堂々と

讐えたっている。左側には蒲剛 ilを はさんで笠ケ岳から抜戸瑶´ヽ、と連なる山 が々餞然とた

ちあがっている。あんたもえら1`ヽ よ。と思わず声をかけたくなるほどである。

岩場と鎖場が登場すると頂上が楕円形をした独標への登りだ。ここでスリップしたら大

怪我だろうなぁなどと思いながら登り詰めると.動 ,頂⌒次々と続いているピーク

が重なりあいながら遠望できる。15人離 C澄亀[足静 ぐヾるり 3“度の展望に満足の笑みを

もらしている力ヽ 山頂へのコースはこれからが正念場となっていくのだ。10m程の岩場を

慎重に伝い降りながら.どうも早朝1調踊開で ない.体が固くなってぃるなどと 1人ごち

る。これから山頂までの道は完全に岩稜であり.岩場の連続である.独槽から藩穂高岳費

頂までに大小13の ピークが存在しているといわれているが これらの頂を右に左にトラバ

ースあるいは乗り越えて山頂を目指す。なかでを、ピラミッドピークと呼ばれているものは

緑のハイマツに覆われたとりわ
`ウ撫 な頂である。

次々に13ものピークを越えて行くのだから.西穂高岳山頂に立ってはじめて。アッここ

が山頂かと思う感じである。縦走路は更に天狗の頭からジャンダルムを通って奥穂高岳ヘ

と続いている。山頂に立つと今まで影に隠れて見えなかっi亀ヶ岳が初めて眼前に雄姿を

現す。いつ見てもオイラが大将だといわんばかりに.その尖頭を天に失き上げている。

穂高連峰をあるい:習 Lアルプス書代糞夕る孤高の姿はいつ見てもいい眺めだ:固く黒々と

した岩塊は‐本の草木の存在も許さなモヽ者 ざけの世界でもある。

ザックを西穂高山荘に預けて空身で登って来たので疲れは全く感じられない。快調であ

i`)。 3鋤度の展望の中で後方には赤茶けた岩肌と噴煙の上がる焼岳から乗鞍岳が望め.左
側には笠ケ岳から炉 岳_弓折岳が連なり.前方に:輝軒蓑黎諄丼囃郡である槍ヶ岳から

奥穂高韓 り合い.右側には六百山から霞沢岳が見事なスカイラインを描いている。
これらの連峰を眺めながら.奥穂高岳へのザイテングラードの直 ボルト頼りに強引に登
った槍ヶ岳 あるいは汗びっしょりになりながらり豊守 、ヽの登贋 などの思い出に lノば

ヒ漕惑瑯旺に5、ける。

輸分腱」』頃に伴んでヽヽ̀ると大阪からやってきたという若者 4ス組が登場したので さっ

そくカメラのシャッターを押してもらう。初めての登山なのによくここまでこれたよなぁ
―.などと語り合っているっ殿調套若者たちだ。
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